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1.はじめに

近年,蛍光灯を用いた可視光通信により位置情報を取得

する屋内位置案内システムの研究が進められている[1][2].
しかし, 他の蛍光灯との干渉を防止するために受光素子

として単一のフォトセンサを用いる場合には,受光範囲が
狭められる結果となる. そこで, 受光範囲拡大を目的に複

数のフォトセンサを用いた信号検出方法を検討する.
本報告では複数のフォトセンサを用いる場合のフォト

センサの設置角度と受光範囲に着目し,相互の関係から,

送信される情報(以下,センテンス)が十分に受信可能な

フォトセンサの設置角度を計測する.図1にフォトセンサ

の設匪角度を示し,図2にフォトセンサ側から見た蛍光灯

の光の受光範閏を示す.ここで,フォトセンサの設置位選
は中心に一個, そこから放射状に八個を等間隔に並べた配

置を基本設置位置とする.
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2.去造
垂直に設博したフォトセンサB　を中心として仰角0に

傾けた二個のフォトセンサA,Cを対称に設摩する(図1).
そして,仰角を調節して受光範囲を拡大する.対称性を利

用して,フォトセンサAを対象に測定を行う.
x座標を図3に示すように蛍光灯と直交する方向に設

定し,原点はシーリングの中心とする.ここで,実験には

二灯式の蛍光灯を用いるために, x軸上の蛍光灯位置と原

点は距離αが存在する.
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図3 :実験様子

水平面からの蛍光灯の高さhを100cm,フォトセンサの

仰角を♂とし,受光用フォトセンサには受光角が±100　の

東芝製フォトトランジスタ1TS601を使用する.これらの

条件から,受光範囲/は(1)式により求めることができる.

tan(♂- 10-)

h

tan(♂+ loo)

(1)

'=x.U -*n

(1)式によって導かれる値を実験によって得られる値と
比較する.ここで,フォトセンサA, Bの受光範囲が重な
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る場合は100毎,重ならない場合は50毎にそれぞれ仰角

を固定し,蛍光灯からの送信データ受信可能範囲を測定す

る.この際, 5cm毎にフォトセンサを移動させ十分にセン
テンスを受信可能である位贋を求める.実験環境はセンテ

ンスを``s情報理工棟+CRLF" ,ボーレートを9600bps,
送信間隔を10ms,送倍回数を100回とし,対象の蛍光灯
以外の光は自然光のみとする.また,受信センテンスに対

しては8ビット毎に1ビット誤り訂正を行うことができる
こととする.

3.藍墓
x座標軸上の値を用いて直線上の受信可能範囲を求めた

この時,各位置,各仰角におけるデータのセンテンス受信
成功率が99%以上のデータを採用した. x座標軸上の値を
用いて受信可能範潟を表1に示す.括弧内の値は(1)式よ
り求めた/値となる.実験では,全ての実測値が理論値を
上回る結果となった.

表I :受光範囲軌定結果
仰 角 理 論 値 lCm 1 実 測 他 [cm t

9 00 -2 4 ~ 24 (4 8 ) -30 ~ 3 0 (60 )

80 0 -7 ~ 4 3 (5 0) -10 ~ 5 0 (60 )

70 0 10 ~ 6 4 (54 ) 10 ~ 70 (6 0 )

6 50 19~ 7 7 (5 8) 15 ~ 8 0 (6 5 )

6 00 2 9 ~ 9 0 (6 1) 2 5 ~ 9 5 (7 0 )

5 50 36 ~ 1 10 (7 4) 3 5 ~ 12 0 (85 )

5 00 50 ~ 126 (7 6 4 5 - 13 5 (90 )

4.考察・まとめ
蛍光灯からの位置情報取得範囲の拡大を目的に,複数フ

ォトセンサを用いた受光範閲と設置角度の関係を調査し
た.以下,実験結果について考察する.
受光実験における理論値と実測値の誤差はシーリング

による反射光の影響なども考えられる.今回は理論値より
も実測値がより大きな受信範囲となったため,今後このシ
ーリングの影響も含め受光範囲の推定を行う予定である.

次に,最大9個のフォトセンサを組み合わせた場合を仮
定し,仰角の値を評価する.フォトセンサAを設位する
角度は,効率良く受光できるよう受光範囲A, Bが重複す
ることのないように設置.することが好ましいが,逆に,仰
角が過度に小さい場合には双方の受光範囲の間に大きな
隙間が発生し,受光不可能となる.そのため,本報告では
実験結果よりフォトセンサA設置時の最適仰角を550　と
設定した.さらに,この角度を採用することにより,単一
のフォトセンサの場合と比較して,受光範囲の半径を約4
倍に拡大することができた.
今後の課題は,シーリングの影響を含めた放適な受光セ

ンサの仰角決定法の検討である.
本研究の一部は,総務省戦略的情報通信研究開発推進制

度の研究助成を受けた.
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